
東京大学柏キャンパスエレベーター事故調査報告書を踏まえた告示改正について 

 
 

１．事故概要 

  平成２２年１１月、東京大学柏キャンパス総合研究棟（千葉県柏市）に設置された機械室を

有しないエレベーターにおいて戸開走行事故が発生。 

 

２．事故原因 

ブレーキ手動開放装置のブレーキ手動開放レバーの状態がブレーキ手動開放ワイヤーの状態

で容易に変わる構造であるにもかかわらず、ワイヤーの固定をするか又はワイヤーの状態の確

認をルール化する等、ワイヤーの状態を保持する適切な措置が講じられていなかったことによ

るものと推定。 

 

                            

 

 

 

３．報告書意見 

国土交通省は、新たに設置するエレベーターのブレーキ手動開放装置についてはブレーキの

制動機能を低下させるような操作、設定をさせることのない構造となるよう措置すること。 

 

４．改正の概要（新旧対照表を参照） 

機械室を有しないエレベーターについては、平成１２年建設省告示第１４１３号（特殊な構

造又は使用形態のエレベーター及びエスカレーターの構造方法を定める件）第１第三号ホにお

いて、「制御器を昇降路内に設けるものにあっては、非常の場合に昇降路外において、かごを制

御することができる装置を設けること。」と規定しているところであり、上記報告書意見を踏ま

え、同号ホに所要の措置を追加。 

 

 

ワイヤーを巻いた状態 曲げによるアウターケーブルの経路長変化 

資料８ 
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